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研究成果の概要（和文）：非ガウス型構造VARモデルの推定法を提案した。その要点は、未知の非ガウス分布を
推定し、推定された分布を使って最大疑似尤度推定量を計算するというものである。さらにセミパラメトリック
統計学に基づいてこの方法の数学的根拠を示した。この方法を使って日本における金融緩和政策の効果を分析し
た。その結果は国際学会、他大学におけるセミナー等で報告し、一定の評価を得ることができた。それらの報告
を和文又は英文の論文にまとめ専門雑誌に投稿し、和文論文はすでに出版された。また２編の英語論文は、現在
投稿中である。

研究成果の概要（英文）：An estimation method for non-Gaussian structural VAR models is proposed.The 
gist of the method is to estimate an unknown non-Gaussian distribution and use the estimated 
distribution to compute the maximum pseudo-likelihood estimator.We also presented the mathematical 
basis for this method based on semiparametric statistics. The accuracy of this estimator is also 
demonstrated through Monte Carlo experiments.
Using this method, we analyzed the effects of monetary easing policy in Japan.The results were 
reported at international conferences and seminars at other universities, and received a certain 
amount of recognition.
These reports were compiled into papers in Japanese and English and submitted to specialized 
journals, and the Japanese papers have already been published. Two papers in English are currently 
under submission.

研究分野：計量経済学

キーワード： 構造VARモデル　非正規誤差項　独立成分分析　疑似最尤推定量　セミパラメトリック統計学　モンテカ
ルロ実験　金融緩和政策の効果分析

  ２版
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研究成果の学術的意義や社会的意義
構造VARモデルに対して誤差項に正規分布が仮定されることが多いが、現実のデータ分析ではしばしば正規分布
に従わない。本研究では、このような場合に適した疑似最尤推定量を提案した。この方法は独立成分分析もでる
と構造VARモデルの類似性から得られたものであるが、この方法の数学的正当性をセミパラメトリック統計学の
観点から明らかにした。また推定効率に関してはモンテカルロ実験によって確認することができた。この方法の
妥当性を示したことは学術的意義がある。さらに非正規構造VARモデルによる日本の金融緩和政策の効果分析に
おいてもこの方法が有効であることが示されたことは、本研究の社会的意義を示すものである。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
(1) 従来は構造 VAR モデルでは誤差項はガウス分布に従うと仮定されてきた。しかし現実のデ
ータ分析では誤差項はしばしば非ガウス型である場合が少なくないので、この伝統的仮定に基
づく分析には問題がある。しかし、われわれが知る限りでは、研究開始時点における非ガウス型
誤差を持つ構造 VARモデル（Non-Gaussian Structural VAR model; NG-SVAR）に関する国内
外の計量経済学関係の研究論文は、外国のメジャーな専門誌に数編、国内では皆無に等しい状況
であった。しかし上記の論文は、機械学習における独立成分分析（Independent Component 
Analysis; ICA）が非ガウス型誤差を持つ構造 VAR モデルの推定に応用できることを示唆して
いた。 
(2) われわれは日本の金融緩和政策の効果を、データに基づく構造 VAR モデル分析を用いて明
らかにしたいと考えていた。その時期に上記の論文に触発されて NG-SVAR を用いて金融緩和
政策効果を分析することを思いついた。 
 
２．研究の目的 
しかし NG-SVAR の効果的な推定法については決定的の方法が確立されていなかったので、わ
れわれ独自の提案をすること目指し、ある種の疑似最尤推定量の提案を研究目時とした。その際、
提案した方法の理論的根拠と推定精度を示すことが重要であるので、それらの点を明らかにす
ることをも目指した。 
 
３．研究の方法 
(1)提案した疑似最尤法の理論的根拠として、セミパラメトリック統計学の理論に着目し、その
理論的枠組みの中で考察を進めた。(2)また小標本のもとでの推定精度の確認については、モン
テカルロ実験を用いた。(3)提案した疑似最尤推定量を使って日本における金融緩和政策の効果
を実証することによってこの推定法が現実のデータ分析に応用可能であることを示す。 
 
４．研究成果 
3(1)に関して。セミパラメトリック統計学の理論と甘利俊一氏らによる情報幾何学（参考文献
[1]-[3]）によってわれわれの疑似最尤推定量の理論的妥当性を示すことができた。3(2)に関し
てはモンテカルロ実験によって小標本においてもこの疑似最尤推定量は満足のいく精度が得ら
れた。3(3)に関しては、日本の金融緩和政策の効果に関して現実的妥当な結果（非常に小さなが
ら、効果がないとは言えない）が得られた。これらの研究成果は下記の発表論文及び投稿中論文
にまとめられている。モンテカルロ実験に関しては、NG-SVAR のパラメータを事前に与えた
うえで、t分布、ラプラス分布、双曲線正割分布を使って人工的に小標本観測値データを発生さ
せ、そのデータを使って元のモデルパラメータがどの程度正確に推定されるかを見た。その結果
は下記投稿中論文に示されたように、小標本であっても、また何れの分布を使って誤差項を発生
させても推定精度は満足のいくものであった。以下にその一例を示す。使用したモデルは４変数
NG-SVAR。構造パラメータ行列 Bのパラメータを事前に与え、その内、下記の表の第一列に示
された係数を推定目標とし、残りの係数値は所与とした。このような設定の下でわれわれの疑似
最尤法で目標パラメータを推定するという操作を２００回繰り返した。その結果を下記の表の
ように整理した。推定誤差を表す RMSEを注目すると、非常に推定精度が高いことがわかる。
この例以外に１１のケースについても同様な実験を行ったが、何れのケースについても満足で
きる精度が得られた。 
 

モンテカルロ実験結果 

推定目標パラ

メータ 

推定目標パラメー

タの真値 

200 個の推定値

の平均 

平均２乗誤差の平

方根 (RMSE) 

 1.4142 1.4096 0.0328 

 1.0000 0.9996 0.0065 

 1.0000 1.0101 0.0626 

 0.5774 0.5777 0.0036 

 0.5774 0.5781 0.0076 
モンテカルロ実験における繰り返し回数＝200，構造誤差発生に使った分布＝ラプラス分布（母
数＝0.5）,推定された密度関数＝ピアソン分布のタイプ VII 
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